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平成 27 年度環境管理センター公開講演会 
「地球温暖化と気候変動が関わるリスク」 
 
紅野 安彦 
岡山大学環境管理センター 
岡山市北区津島中 3-1-1 
 
1. 概要 
環境月間行事として開催された平成 27 年度環境管理センター公開講演会について報告します。 
概要は以下の通りです。 
 
日 時：平成 27 年 6 月 20 日（土）13:00〜16:45 
場 所：岡山大学自然科学研究科棟大講義室 
テーマ：地球温暖化と気候変動が関わるリスク 
趣 旨：地球温暖化は、人類の生存と繁栄にとって現代社会が直面する重要な課題のひとつです。
同時に、気候変動や生態系の変化がもたらすさまざまなリスクを通して、私たちの生活に
大きな影響を与えます。環境月間を機会に、これらの地球規模の環境問題とリスク管理に
ついて考えてみたいと思います。 
 
地球温暖化は、私たちに迫り来る問題でありながら、その重大性を身近な問題として認識すること
が困難であることも否めません。地球温暖化に伴う気候変動が私たちの生活とはかけ離れた地球規模
で進行し、その影響が及ぶ時間スケールも子や孫の世代に跨るものであることがその難しさの根底に
あります。それゆえ、国際的な協調に基づく全地球規模の対策が急がれていることも確かですが、本
講演会では地球温暖化という現象の正しい理解と日常生活の視点でのリスク対策について考えること
を目的にしました。最初の講演では、地球温暖化の仕組みと将来のシナリオが示されます。続く 2 件
の講演では、気候や生態系の変化がもたらす具体的なリスクとして豪雨災害と感染症を取り上げます。
それぞれ最新の科学的研究に基づく話題を提供いただく構成としました。 
 本稿では、配布資料や講演スライドと併せて、簡単ながら 3 件の講演の概要を振り返ります。    
 
２. 各講演の概要 
「気候変動リスクと人類の選択 〜IPCC の最新報告から〜」 
   国立研究開発法人国立環境研究所の江守正多先生より、温室効果に伴う地球温暖化の仕組みが分か
りやすく解説されました。また、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）の報告に基づいて最新の気
候評価と予測シミュレーションの結果が示され、100 年後の気温上昇は、予測に幅があるものの、今
後の社会発展の仕方と対策の大きさに依存して明確に異なるシナリオが描かれるものでした。気候変
動に伴うリスクを悪影響と好影響の両面から全体像として捉えて、気候変動対策の長期目標を設定し
てシナリオを選択する必要があることが説明されました。 
 
 
総  説 
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「豪雨による地盤災害の機構と対策について」 
 岡山大学大学院環境生命科学研究科の西村伸一先生より、降雨地盤災害とは何か、過去の岡山各地
での災害や 2014 年 8 月広島での災害の事例写真を示して解説されました。また、降雨地盤災害が生じ
るメカニズムに基づいて、取り組まれている地盤の挙動予測のための実験手法や解析手法が紹介され
ました。気候変動とも関連した豪雨による地盤災害は予測が困難であるとしながら、斜面対策の新し
い工法だけでなく、地理・気象情報の利用による災害危険予測やそれらの情報提供など、多方面から
の対策が講じられていることが示されました。 
 
「環境変化と蚊や蚊媒介性感染症の関係について」 
 国立感染症研究所の津田良夫先生より、蚊の生態、蚊が感染症を媒介する仕組み、感染症流行の特
徴と対策について分かりやすく解説されました。ヒトスジシマカの移動と分散に関する実験から分か
る蚊の生態を知ることが重要であり、北部イタリアでのチクングニア熱（2007 年）と代々木公園での
デング熱（2014 年）の事例に見られる感染症の流行から終息へ至る過程を理解するのに役立つことが
示されました。蚊が媒介する感染症の予防や流行の規模を小さく留めるには、平常時から媒介蚊対策
を実施することが最も重要であることを特に強調されました。 
 
３．さいごに 
 公開講演会には学内外から多くの参加者にご来場いただきました。また、会場参加者からの熱心な
質問に対して、演者の先生方には、時間の許す限り、丁寧に回答と解説をいただき、環境問題を学ぶ
イベントとして大変有意義なものとなりました。開催報告の場を借りて、関係各位にお礼申し上げま
す。 
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豪雨土砂災害の発生機構と対策について 
 
岡山大学大学院環境生命科学研究科  
西村伸一 
 
1. はじめに 
近年増加する豪雨と，近い将来の発生が危惧されている南海トラフ地震に対して，行政機関では様々な対策が
検討されつつある．本講演は，自然斜面や土構造物といった，地盤工学の範疇にある対象物の，豪雨災害につい
て，その発生メカニズムと対策を紹介するものである．地震と豪雨は災害の原因として，双璧であるが，地震災
害が比較的まれな事象であるのに対して，豪雨災害は，毎年のように被害をもたらしている事象である．とくに，
平成26年に広島において発生した土石流災害は大規模なものであり，多くの死者を出した．雨が地盤災害をもた
らすことは，一般に認識されているが，その物理的要因の解釈については曖昧であることが多い．本講演を通じ
て，身の回りに起こりえる地盤災害について，理解を深めていただければ幸いである． 
 
2. 降雨地盤災害とは 
代表的な災害は，斜面災害（写真-1）である．土石流（写真-2）を含めて，人命が奪われる可能性が最も高い
災害といえる．また，梅雨や台風によって，河川堤防やため池の堤防が破堤することも起こり得る（写真-3, 4）．
ため池は，瀬戸内には非常に多いが，明治以前に築堤されているものも多く，老朽化しているので注意を要する． 
 
 
写真-1 斜面崩壊の例 
 
写真-2 2015広島土石流災害 
 
写真-3 台風時の河川堤防の決壊と氾濫 
 
写真-4 越流によるため池堤体の決壊 
 
3. 降雨地盤災害のメカニズム 
斜面崩壊は，一般に，斜面上に載っている土塊が自重で滑落することによって生じる．通常は，土粒子間に摩
擦力が働いていて，その力が土の強度として自重に抵抗していると考えている（図-1)．降雨時には，地中の水位
が上昇し，浮力が土塊にかかるため，摩擦力が減少し，滑落すると考えられる．一方，河川堤防やため池堤体な
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環境変化と蚊や蚊媒介性感染症の関係 
国立感染症研究所・昆虫医科学部 
津田良夫 
	 環境変化によって蚊の地理的分布が変化したり、蚊や病原体の侵入によって蚊が媒介
する感染症が流行する例が報告されている。これらの例をよく理解するためには、蚊に
関する説明、蚊が病気を媒介する仕組みや病気流行の特徴に関する説明を行った上で、
蚊や蚊媒介性感染症と環境との関係を説明する必要がある。限られた時間の中で網羅的
な紹介を行うことはできないので、この講演では昨年代々木公園を中心として起きたデ
ング熱の流行でウイルスを媒介したヒトスジシマカを取り上げて、習性や生態の解説、
地理的分布の拡大、北部イタリアに侵入したヒトスジシマカが媒介蚊となって 2007 年
に起きたチクングニヤ熱の流行事例をまず紹介する。次いで代々木公園とその周辺で起
きたデング熱の流行に関して、特に媒介蚊の立場から紹介を行う。 
ヒトスジシマカ：	 ヒトスジシマカは東南アジアを中心として、温帯地方（日本や
韓国）まで分布するヤブカの一種だが、1980 年代以降分布が拡大し、現在では南北ア
メリカ大陸、ヨーロッパ、アフリカにまで分布している。我が国では秋田県と岩手県が
現時点の分布北限で、青森県と北海道にはまだ分布していない。幼虫は庭先の植木鉢の
水受け皿や手水鉢、お墓の花立のような小さな人工容器や古タイヤ、ブルーシートの窪
みに溜まった水、雨水マスなどに発生する。成虫は木陰の茂みの中に潜んで動物（人や
犬など）が近づくのを待ち伏せている。卵で越冬し、5 月の連休明け頃に第 1 世代の成
虫が現れる。成虫の密度は 6 月から 7 月に急激に増加し、8 月にピークに達した後、9
月には激減して 11 月にはいなくなる。成虫は林の中に留まる傾向が強いが、移動する
範囲の大きさは環境によってかなり異なる。 
チクングニヤ熱の流行事例：	 北部イタリアに侵入し定着したヒトスジシマカが媒
介者となって、2007 年にチクングニヤ熱が流行した。ヒトスジシマカは 1990 年に北部
イタリアのジェノア市で見つかり、その後分布が広がり 1997 年にローマに達し、1998 年に
はイタリア国内の 22 地域にまで分布を拡大している。チクングニヤウイルスの流行が起き
たのは、アドリア海から 6km 内陸にある 2 つの小さな村で、人口は合わせて 3767 人であ
った。この２つの村で 2007 年 6 月 15 日から 9 月 21 日の間に、292 人の発熱患者が報告さ
れ、このうち 125 名がチクングニヤウイルス感染者であると確定された。チクングニヤ熱
の流行の発端は 2007 年 6 月にインドへ旅行に行った一人の村人で、彼は帰国後、6 月 23
日に発熱した。この時に隣村のいとこを訪ねに数時間出かけている。このいとこが二人目
の感染者で 7 月 4 日に発症した。1 人目の感染者が確認されてから後,	 19 日目と 29 日目に
2 人目，3 人目の感染者が発生し，その後数日おきに１～2 名の感染者が散発的に発生した．	 
7 月末から 9 月はじめまでの約１ヶ月は流行の最盛期となり，毎日数名の感染者が連続して
発生し続けた．この事例は、(1)イタリアに侵入・定着した外来の疾病媒介蚊によって引き
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環境変化と蚊や蚊媒介性感染症の関係 
国立感染症研究所・昆虫医科学部 
津田良夫 
	 環境変化によって蚊の地理的分布が変化したり、蚊や病原体の侵入によって蚊が媒介
する感染症が流行する例が報告されている。これらの例をよく理解するためには、蚊に
関する説明、蚊が病気を媒介する仕組みや病気流行の特徴に関する説明を行った上で、
蚊や蚊媒介性感染症と環境との関係を説明する必要がある。限られた時間の中で網羅的
な紹介を行うことはできないので、この講演では昨年代々木公園を中心として起きたデ
ング熱の流行でウイルスを媒介したヒトスジシマカを取り上げて、習性や生態の解説、
地理的分布の拡大、北部イタリアに侵入したヒトスジシマカが媒介蚊となって 2007 年
に起きたチクングニヤ熱の流行事例をまず紹介する。次いで代々木公園とその周辺で起
きたデング熱の流行に関して、特に媒介蚊の立場から紹介を行う。 
ヒトスジシマカ：	 ヒトスジシマカは東南アジアを中心として、温帯地方（日本や
韓国）まで分布するヤブカの一種だが、1980 年代以降分布が拡大し、現在では南北ア
メリカ大陸、ヨーロッパ、アフリカにまで分布している。我が国では秋田県と岩手県が
現時点の分布北限で、青森県と北海道にはまだ分布していない。幼虫は庭先の植木鉢の
水受け皿や手水鉢、お墓の花立のような小さな人工容器や古タイヤ、ブルーシートの窪
みに溜まった水、雨水マスなどに発生する。成虫は木陰の茂みの中に潜んで動物（人や
犬など）が近づくのを待ち伏せている。卵で越冬し、5 月の連休明け頃に第 1 世代の成
虫が現れる。成虫の密度は 6 月から 7 月に急激に増加し、8 月にピークに達した後、9
月には激減して 11 月にはいなくなる。成虫は林の中に留まる傾向が強いが、移動する
範囲の大きさは環境によってかなり異なる。 
チクングニヤ熱の流行事例：	 北部イタリアに侵入し定着したヒトスジシマカが媒
介者となって、2007 年にチクングニヤ熱が流行した。ヒトスジシマカは 1990 年に北部
イタリアのジェノア市で見つかり、その後分布が広がり 1997 年にローマに達し、1998 年に
はイタリア国内の 22 地域にまで分布を拡大している。チクングニヤウイルスの流行が起き
たのは、アドリア海から 6km 内陸にある 2 つの小さな村で、人口は合わせて 3767 人であ
った。この２つの村で 2007 年 6 月 15 日から 9 月 21 日の間に、292 人の発熱患者が報告さ
れ、このうち 125 名がチクングニヤウイルス感染者であると確定された。チクングニヤ熱
の流行の発端は 2007 年 6 月にインドへ旅行に行った一人の村人で、彼は帰国後、6 月 23
日に発熱した。この時に隣村のいとこを訪ねに数時間出かけている。このいとこが二人目
の感染者で 7 月 4 日に発症した。1 人目の感染者が確認されてから後,	 19 日目と 29 日目に
2 人目，3 人目の感染者が発生し，その後数日おきに１～2 名の感染者が散発的に発生した．	 
7 月末から 9 月はじめまでの約１ヶ月は流行の最盛期となり，毎日数名の感染者が連続して
発生し続けた．この事例は、(1)イタリアに侵入・定着した外来の疾病媒介蚊によって引き
起こされたこと、(2)海外旅行に出かけて感染し帰国後に発症した人から流行が始まったこ
との 2 つの理由から、近隣諸国の蚊媒介性感染症に対する危機感を高めている。 
代々木公園周辺のデング熱流行：2014 年 8 月から 10 月に代々木公園とその周辺で
起きたデング熱の流行は、媒介蚊が分布している地域においては、何らかの方法によって
病原体が持ち込まれることによって大きな流行が起こりうることをはっきり示している。
そして、病気が流行する機会を少なくし流行の規模を小さくするためには、平常時から疾
病媒介能力のある蚊類の分布や生息密度の監視を怠らず、適切な媒介蚊対策を講じること
が重要であることが再認識された。 
	 2014 年のデング熱の流行は、蚊媒介性感染症の疫学的な特徴や媒介蚊対策の実施に際し
て発生する様々な問題を整理するのによい事例となった。蚊媒介性感染症の疫学的な特徴
のひとつに潜伏期間がある。代々木公園のデング熱の場合、代々木公園で感染した患者の
潜伏期間は平均 6.3 日だった。またデング熱は臨床診断では確定できないため、ウイルス遺
伝子を検出することによって確定診断が行われた。昨年の流行では、確定診断によってデ
ング熱患者であることが判明しその結果が公表されるまでには、発症してから平均 8.5 日経
過していた。その結果、患者が蚊に刺されてから発症し、デング熱に感染したことが公表
されるまで約 15 日を要している。このように病気に感染してから患者の発生が確認される
までに時間的な遅れが必ず存在することが、第 1 の疫学的特徴である。蚊媒介性感染症に
はもう一つ重要な疫学的特徴がある。それは、患者を隔離するだけでは、新たな感染を阻
止することができないことである。発症した患者の多くは病院や自宅に隔離されるので、
発症した患者と媒介蚊であるヒトスジシマカとの発症後の接触は阻止できる。しかし、患
者を刺して感染させた蚊は、患者が発症するまでの潜伏期間や確定診断を行っている間も、
自由に生活し、吸血を繰り返してウイルスの伝搬を続けている。このように患者を隔離す
るだけでは、ウイルスの伝搬を完全に阻止することはできない。 
	 デング熱患者の発生にともない媒介蚊の駆除対策が実施されたが、そこでも様々な問題
が浮き彫りになった。媒介蚊であるヒトスジシマカの生態に関する理解不足と感染症流行
時の媒介蚊対策に対する理解と準備の不足がその理由と思われる。ヒトスジシマカは屋外
の植物の茂みと密接に関連した行動習性を持っており、屋外における現地調査を実施して
媒介蚊の生息状況を調べることが適切な対策を講じるためには不可欠である。ヒトスジシ
マカの場合、成虫対策において重要になる成虫の潜伏場所や成虫が移動する範囲の広さは、
代々木公園のように巨大な緑地の場合と複数の小さな藪が点在する住宅地の場合とでは大
きく異なる。このような媒介蚊の一般的な生態に関する知識の普及が望まれる。実際に媒
介蚊駆除を担当した害虫防除業者も媒介蚊の生態に対する知識が不十分であった。そのた
め、藪に潜伏している成虫に対して効果的に殺虫剤を散布することを強く意識して対応し
た業者はごく一部に限られた。平常時から感染症を媒介する蚊の生態について理解を深め、
効果的な対策実施のためにどのような方策が必要であるのかを検討し適切な準備を行うこ
とを強く望みたい。 
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